
ノ
ナ
リ

右
ノ
法
ヲ
習
得
シ
タ
ル
後
各
自
ノ
意
匠
ヲ
用
テ
器
物
ヲ
新
作
セ
シ
ム

第
三
年

方
形
生
底
花
瓶

兎
置
物

岩
上
観
音
置
物

〔ま
る
ぷ
き
〕

器
物
動
物
人
物
佛
像
等
全
錨
ノ
法
ヲ
習
得
セ
シ
メ
及
ヒ
此
法
ヲ
應
用
シ

各
自
ノ
意
匠
ヲ
用
テ
丸
物
ヲ
新
作
七
シ
ム

鍛

金

科

鍛
金
科
は
明
治
二
十
八
年
九
月
に
開
設
さ
れ
、
嘱
託
教
師
桜
井
正
次
、
平
田

宗
幸
が
指
導
に
あ
た
っ
た
。
前
記
の
「
第
一
回
生
徒
成
績
物
展
覧
会
出
品
目
録

稿
」
は
同
科
が
開
設
さ
れ
る
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
同
科
に
つ
い
て

は
次
の
記
述
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
教
程
は
把
握
で
き
な
い
。

鍛
金
標
本
目
録

無

紋

銅

器

一

個

唐

花

彫

銅

器

一

個

盆

芝

紐

鉄

香

炉

一

個

鍛

金

順

序

七

個

鍛

金

道

具

一

式

鍛
金
標
本
説
明

金
属
ヲ
鍛
錬
シ
テ
之
ヲ
打
出
シ
諸
種
ノ
器
物
ヲ
作
ル
ノ
順
序
ヲ
示
ス
モ

方
形
器
物
ヲ
錨
ル
ノ
法
ヲ
習
得
セ
シ
ム

科

岡
倉
覚
一
二
は
漆
エ
教
育
の
開
始
に
あ
た
っ
て
教
師
の
人
選
に
苦
慮
し
た
様
子

で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

:
・:・
・
：
東
京
美
術
學
校
に
漆
工
科
を
お
か
る
A

や
、
時
の
學
長
岡
倉
覺
三

氏
人
を
介
し
て
泰
員
を
招
か
れ
し
も
、
か
た
＜
辟
し
て
つ
か
ず
、
余
は
一

箇
の
蒔
給
師
の
み
、
い
か
で
か
人
に
授
く
る
オ
學
あ
ら
ん
、
又
こ
れ
を
教

ふ
る
術
を
知
ら
ず
、
さ
り
な
が
ら
余
の
業
を
職
と
し
て
學
ば
ん
と
す
る
者

は
余
が
工
場
に
入
る
を
拒
ま
ず
と
。
岡
倉
氏
こ
れ
を
き
A

て
し
ふ
る
こ
と

漆

工

た
だ
し
、
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
の
手
板
（
毛
彫
、
鋤
彫
、
打
出
等
の
手
本
）
や

器
物
の
手
本
に
よ
っ
て
教
程
の
一
部
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
第
九

第
一
第
二
第一――
第
四
第
五
第
六
第
七
第
八

ル
モ
ノ
ナ
リ

前
二
仝
シ
ク
彫
刻
ヲ
施
シ
火
色
ヲ
付
ヶ
ク
ル
モ
ノ
ナ
リサビ

前
二
仝
シ
ク
鉄
ヲ
用
ヰ
テ
新
案
シ
彫
刻
ヲ
施
シ
テ
後
錆
ヲ
付
ヶ
夕

ナ
リ
前
方
法
二
依
リ
打
上
ヶ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
素
銅
色
ヲ
付
ヶ
ク
ル
モ
ノ

同

（
其
二
）

形
ヲ
取
リ
始
ム
ル
処
（
其
一
）

地
金
地
金
ヲ
切
リ
ク
ル
処

打
始
メ
法

打
出
シ
法
（
其
一
）

（
其
二
）

同

第5章 授業内容 452 



能
は
ざ
り
き
。

（横
井
時
冬
著

『
日
本
工
業
史
』
昭
和
四
年
二
月
。
改
造
社
）

と
き
に
蒔
絵
の
大
家
柴
田
是
真
（
文
化
四
年
1
明
治
二
十
四
年
）
は
既
に
高
齢

で
、
是
真
に
次
ぐ
大
家
と
言
わ
れ
た
の
が
池
田
泰
真
（
文
政
八
年
1
明
治
三
十
六

年
）
で
あ
っ
た
が
、
岡
倉
は
そ
の
起
用
に
失
敗
し
た
。

本
校
の
漆
エ
教
育
の
最
初
の
指
埠
者
と
な
っ
た
の
は
小
川
松
民
で
あ
っ
た
。

松
民
は
名
エ
中
山
胡
民
の
門
人
で
、
師
風
を
よ
く
伝
え
、
ま
た
、
古
典
蒔
絵
の

研
究
に
も
努
め
た
人
で
、
本
校
の
漆
エ
教
育
が
始
ま
る
三
ヶ
月
前
に
採
用
さ

れ
、
授
業
方
法
の
考
案
、

手
本
（
手
板
）
の
製
作
等
々
、

授
業
の
準
備
に
尽
く

し
た
。
徒
弟
制
度
の
も
と
で
師
資
相
承
さ
れ
て
き
た
漆
工
技
法
を
、
学
校
教
育

の
中
の
一
教
科
と
し
て
編
成
す
る
こ
と
に
大
変
苦
心
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の

松
民
は
し
か
し
、
明
治
二
十
四
年
に
死
去
し
、
後
任
に
蒔
絵
の
名
人
白
山
松
哉

が
起
用
さ
れ
、
さ
ら
に
、
伊
東
乾
谷
、
金
井
清
吉
が
採
用
さ
れ
た
。
同
二
十
五

年
十
一
月
に
至
り
、

漆
工
科
は
蒔
絵
科
と
改
称
（
同
二
十
九
年
七
月
に
再
び
漆
工

科
と
改
称
）
。
同
二
十
六
年
、
松
哉
辞
任
。
後
任
に
幸
阿
弥
派
の
伝
統
的
技
法
の

正
統
を
伝
え
る
川
之
辺
一
朝
が
起
用
さ
れ
、
ま
た
、
伊
東
乾
谷
が
辞
任
し
、
鞘

塗
り
の
名
人
橋
本
市
蔵
（
二
代
目
）
が
調
塗
授
業
担
当
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

漆
工
の
実
習
科
目
に
は
「
工
場
実
習
」
、

「
調
漆
法
」
、

「
図
案
」
が
あ
り
、

中
心
と
な
る
の
は
「
工
場
実
習
」
で
、
手
本
に
甚
づ
い
て
段
階
的
に
技
法
を
習

得
さ
せ
た
。
そ
の
教
程
に
該
当
す
る
の
が
、

「
第
一
回
生
徒
成
績
物
展
覧
会
出

品
目
録
稿
」
（
前
出
）
中
の
左
の
記
述
で
あ
り
、
こ
れ
と
、
本
学
芸
術
資
料
館
所

蔵
の
蒔
絵
手
本
お
よ
び
習
作
等
に
よ
っ
て
、
教
育
内
容
の
凡
そ
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

水
草
濃
淡
入
研
出
物

芦
二
鷺
研
出
平
蒔
縮
混
合
製
作

月
二
烏
瓜
研
出
高
蒔
給
混
合
製
作

蝶
鳥
色
高
蒔
給

朱
色
花
丸
高
蒔
籠

蓮
二
燕
墨
箱
物

月
二
葛
研
出
黒
蒔
縮
混
合
製
作

扇
面
二
タ
顔

水
仙
木
地
蒔
箱

柿
錆
上
高
蒔
箱
順
序

流
水
肉
合
研
出
高
蒔
組

菊
桐
高
蒔
紺

雀
方
盆

薄
二
葛
模
様
棗

菊
模
様
小
箱

波
二
鶴
高
蒔
箱

平
目
地 蒔

箱
標
本
目
録

笹
線
書
順
序

松
線
書

波
紋
付
書

梅
平
蒔
縮
順
序

鳥
模
様
平
研
出
蒔
箱
順
序

園
扇
高
蒔
綸
順
序

九
枚
一
個
一
個
一
個

三
枚
一
枚
一
枚
六
枚
八
枚
十
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
三
枚
二
枚
四
枚
六
枚
一
枚
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蒔
縮
標
本
説
明

三
年
ヲ
以
テ
蒔
絵
ノ
法
ヲ
習
得
セ
シ
メ
ソ
カ
為
二
設
ヶ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

而
シ
テ
逐
年
ノ
順
序
ヲ
示
七
ハ
左
ノ
如
シ

上
等
製
標
本
ノ
部

第
一
年
標
本

第

一

笹

可
成
長
キ
線
書
ノ
標
本
ヲ
与
ヘ
テ
筆
ノ
使
用
法
ヲ
練
熟
セ
シ
ム

切
ハ
漆
ニ
テ
画
キ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

③
ハ
其
盟
キ
タ
ル
上
二
金
粉
ヲ

蒔
キ
附
ヶ
タ
ル
モ
ノ
⑥
ハ
之
ヲ
研
キ
テ
仕
上
ケ
タ
ル
ヲ
示
ス

第

二

松

細
線
ノ
集
合
ヲ
熟
練
セ
シ
ム
ル
為
ノ
標
本
ナ
リ

此
仕
上
方
ハ
笹
ノ
仕
上
法
卜
同
シ

第

三

波

紋

曲
線
ヲ
熟
練
セ
シ
ム
ル
為
メ
ニ
与
フ
ル
標
本
ナ
リ

此
製
作
及
仕
上
方
前
同
様

第

四

梅

乎
蒔
箱
ノ
製
作
法
ヲ
示
ス

い
上
絵
下
入
卜
称
シ
凡
テ
画
紋
ノ
重
ナ
リ
処
等
ノ
書
キ
割
リ
場
所
ヲ

メ
地
色
ノ
顕
出
ヲ
拒
ク
為
メ
ニ
金
ノ
細
粉
ヲ
蒔
キ
付
ケ
タ
ル
モ
ノ
ナ

③
花
ヲ
漆
ニ
テ
画
キ
タ
ル
処
③
ハ
漆
書
キ
ノ
上
二
朱
ヲ
蒔
キ

④
ハ
枝
ノ
村
取

□ヶ
所
二
金
粉
ヲ
散
附
セ
シ
処

付
ケ
タ
ル
処

リ

流
水
ニ
タ
顔
1

蒔
箱

桔
梗
折
枝
1

蒔
緒

蒔
縮
用
具

八
枚
二
枚
一
式

⑮
ハ
前
同
様
枝
ノ
残
リ
シ
ヶ
所
二
青
金
ヲ
散
附
七
シ
処
⑱
ハ
凡
テ

ヲ
書
キ
終
リ
之
ヲ
研
キ
花
藁
ヲ
モ
画
キ
再
ヒ
磨
キ
終
リ
ク
ル
モ
ノ

（
但
シ
如
此
凡
テ
研
磨
ス
ル
ニ
ハ
木
炭
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
）

第

五

鳥

模

様

研
キ
出
蒔
絵
ノ
法
ヲ
示
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

①
模
様
二
金
粉
ヲ
蒔
キ
付
ヶ
シ
処
ヲ
示
ス
③
地
二
荒
金
粉
ヲ
蒔
キ

付
ケ
タ
ル
モ
ノ
⑥
全
体
ヲ
黒
漆
ニ
テ
塗
込
タ
ル
モ
ノ
④
塗
リ
タ

ル
上
ヲ
有
増
シ
研
キ
タ
ル
モ
ノ
⑮
右
研
キ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
再
ヒ
薄
ク

塗
リ
タ
ル
モ
ノ
⑱
再
ヒ
丁
寧
二
研
キ
凡
テ
画
面
ヲ
顕
出
七
シ
メ
タ

り
色
上
ヲ
ナ
ス
為
二
生
漆
ヲ
ふ
き
付
ヶ
タ
ル
モ
ノ
⑥
磨

第

六

園

扇

高
蒔
絵
ノ
順
序
ヲ
示
ス

①
漆
ニ
テ
塗
リ
カ
ケ
タ
ル
モ
ノ

粉
ヲ
蒔
付
ヶ
タ
ル
モ
ノ
③
右
ノ
上
二
薄
ク
漆
ヲ
塗
付
ケ
七
シ
モ
ノ

④
右
ノ
上
ヲ
平
滑
二
研
キ
タ
ル
モ
ノ
⑮
右
ノ
上
ヲ
漆
ニ
テ
梢
厚
ク

画
キ
タ
ル
モ
ノ
⑱
右
ヲ
研
キ
平
坦
ナ
ラ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
切
其
上

ニ
荒
キ
金
粉
ヲ
蒔
キ
タ
ル
モ
ノ
⑱
右
ノ
上
ヲ
薄
ク
塗
リ
タ
ル
モ
ノ

⑨
塗
リ
タ
ル
モ

ノ
ヲ
研
キ

テ
金
粉
ヲ
出
セ
シ
モ
ノ
皿
右
研
キ
終
夕

ル
後
凡
テ
ノ
模
様
等
ヲ
画
キ
終
リ
磨
キ
上
ケ
タ
ル
モ
ノ

第

七

平

目

地

置
平
目
及
蒔
平
目
ヲ
示
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

平
目
ト
ハ
粉
ノ
名
称
ナ
リ
此
中
尤
モ
荒
ク
メ
粒
々
ノ
判
然
タ
ル
部
ハ

一
粒
ッ
、
並
へ
置
キ
シ
モ
ノ
ナ
リ
之
ヲ
置
平
目
卜
称
ス

キ
上
ケ
タ
ル
モ
ノ

ル
モ
ノ

他
ノ
ニ
ケ

③
右
塗
リ
終
リ
タ
ル
上
二
木
炭
ノ
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濃
淡
入
研
出
ニ
メ
製
作
順
ハ
前
研
出
卜
同
シ

第
二
年

第

一

芦

二
鷺

研
出
及
乎
蒔
絵
ヲ
混
合
シ
テ
製
作
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

第

二

月

二

烏

瓜

研
出
卜
高
蒔
紺
混
合
製
作
法
ヲ
示
ス

第
三

蝶
鳥

色
漆
ヲ
使
用
セ
ル
蒔
箱
ノ
法
ヲ
示
ス

第

四

朱

地

花

丸

平
目
入
朱
地
二
高
蒔
縮
ヲ
施
セ
ル
モ
ノ
也

第

五

蓮

二

燕

墨
画
ノ
製
作
ヲ
示
ス

第

六

月

二

葛

月
ハ
研
出
ニ
シ
テ
葛
ハ
黒
蒔
箱
即
黒
漆
高
蒔
絵
ナ
リ

第
七

扇
面
ニ
タ
顔

①
扇
面
ノ
線
書
ヲ
為
シ
其
地
二
青
金
梨
子
地
粉
ヲ
散
附
セ
ル
モ
ノ

③
右
ノ
上
ヲ
梨
子
地
漆
ニ
テ
塗
リ
而
后
チ
ニ
其
上
ヲ
平
滑
二
研
キ
タ

ル
モ
ノ
⑱
右
研
キ
終
リ
其
光
沢
ヲ
発
セ
シ
メ
テ
后
チ
高
蒔
箱
ニ
テ

画
紋
ヲ
画
ク
モ
ノ

第
三
年

第

一

水

仙

①
木
地
ノ
汚
ル

、
ヲ
防
カ
ソ
為
メ
錫
金
具
ヲ
張
リ
画
紋
ヲ
切
抜
キ
タ

第
八
所
ハ
散
附
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
之
ヲ
蒔
平
目
卜
称
ス

水
草

セ
リ ル

処
③
右
切
リ
タ
ル
処
二
高
蒔
給
ヲ
ナ
シ
其
終
リ
タ
ル
後
金
具
ヲ

剣
キ
取
リ
ク
ル
処

柿

さ
び
上
高
蒔
箱
ノ
順
序
ヲ
示
ス

い
輪
劃
ヲ
霊
キ
タ
ル
処
③
さ
び
ヲ
塗
付
ヶ
シ
処
⑥
さ
び
塗
ノ
上

ヲ
研
キ
其
上
二
塗
漆
シ
テ
研
キ
タ
ル
モ
ノ
④
右
研
キ
タ
ル
後
通
常

ノ
高
蒔
箱
順
序
ニ
ョ
リ
葉
及
柿
ノ
実
ヲ
画
キ
タ
ル
モ
ノ

肉
合
ヲ
保
テ
ル
研
出
法
ヲ
示
ス

い
肉
下
ヲ
蒔
キ
ク
ル
モ
ノ
③
右
ノ
上
二
さ
び
ヲ
付
ヶ
シ
モ
ノ
③

右
ノ
上
ヲ
塗
漆
セ
シ
モ
ノ
④
切
金
ヲ
置
キ
シ
モ
ノ
（
但
一
ケ
毎
二

置
キ
ク
ル
モ
ノ
也
）
⑥
其
上
二
金
粉
ヲ
蒔
キ
カ
ケ
タ
ル
処
⑱
右

ヲ
塗
込
普
通
ノ
研
出
法

ニ
ョ
リ
研
出
シ
其
後
さ
び
上
高
蒔
箱
ノ
順
序

ニ
ョ
リ
岩
ヲ
画
キ
終
リ
シ
モ
ノ

第

四

菊

桐

紋

様

普
通
ノ
高
蒔
箱
ナ
レ
疋
製
作
二
甚
夕
困
難
ナ
ル
ヲ
以
テ
最
終
ノ
標
本
ト

方

盆

壱

個

第
一
年
ノ
順
序
ヲ
経
テ
作
リ
タ
ル

器
物
ノ
成
蹟
ヲ
示
ス

棗

一
個

二
年
ノ
順
序
ヲ
経
テ
作
リ
タ
ル
器
物
ノ
成
蹟
ヲ
示
ス

菊
小
箱
第
三
年
ノ
順
序
ヲ
経
テ
成
レ
ル
器
物
ノ
成
蹟
ヲ
示
ス

下
等
製
標
本
ノ
部

第
一
―
―
流
水

第
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第
此
標
本
ハ
普
通
下
等
品
製
作
法
ノ
順
序
ヲ
示
セ
ル
モ
ノ
ニ
メ
一
見
正
当

ノ
蒔
翰
ノ
如
ク
ナ
レ
圧
子
細
二
之
ヲ
見
分
ク
ル
片
ハ
其
法
ノ
簡
短
ナ
ル

卜
粗
末
ナ
ル
ニ
驚
カ
ザ
ル
ヲ
得
ス

波
二
雀

之
ヲ
下
等
品
中
二
於
ケ
ル
上
製
高
蒔
箱
ノ
法
ト
ス

第

二

流

水

二

タ

顔

是
亦
下
等
品
中
ニ
テ
上
位
ニ
ア
ル
モ
ノ
ナ
レ
た
流
水
ノ
金
銀
粉
ノ
如
キ

モ
錫
、
銅
、
真
鍮
等
ヲ
用
ヒ
上
画
ノ
粉
ノ
如
キ
モ
上
等
製
蒔
箱
二
用
フ

ル
モ
ノ
ハ
凡
テ
球
状
ヲ
為
シ
居
レ
圧
之
等
ハ
皆
扁
平
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ

第
一
―
―
き
4

や
う
折
枝

之
レ
尤
モ
下
等
品
ニ
メ
一
夜
ノ
内
二
製
作
シ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
其
光
沢
ノ

如
キ
モ
敢
テ
研
磨
ノ
功
ヲ
費
ャ
サ
ズ

蒔
箱
標
本
保
存
法

標
本
二
塵
埃
ノ
積
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
毛
第
ヲ
以
テ
之
ヲ
掃
ヒ
去
ル
ヘ
シ
又

標
本
ノ
面
二
手
ニ
テ
持
チ
タ
ル
跡
ノ
付
キ
タ
ル
若
ク
ハ
暴
リ
ヲ
生
シ
タ

ル
ト
キ
ハ
至
テ
柔
カ
ク
製
シ
タ
ル
鹿
皮
（
即
チ
ナ
メ
シ
皮
）
ヲ
以
テ
之

ヲ
拭
ハ

、
何
年
ヲ
経
ル
モ
新
製
品
ノ
如
ク
見
ュ
ル
ナ
リ

〔
彫
金
科
以
下
は
第
四
年
の
教
程
に
つ
い
て
記
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
第
四

年
が
新
案
な
い
し
は
卒
業
製
作
を
専
ら
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
〕

な
お
、
ほ
か
に
関
連
資
料
と
し
て
武
谷
富
造
（
号
松
泉
。
明
治
二
十
七
年
二
月

蒔
絵
科
卒
業
）
の
遺
稿
「
宇
留
志
綸
の
志
る
べ
」
に
伊
東
乾
谷
の
教
授
項
目
を
記

録
し
た
箇
所
が
あ
る
。
乾
谷
が
果
た
し
て
ど
の
程
度
そ
れ
を
教
授
し
た
か
は
不

し
か
も
器
物
で
は
な
く
、
乾
漆
に
よ
る

明
だ
が
、
乾
漆
技
法
に
重
点
を
置
き
、

一
年
度
第
一
自
按

第
六
ヶ
月

第
五
ヶ
月

第
四
ヶ
月

普
通
体
骨
ヲ
使
用
シ
製
ス
ル
漆
器
自
按
製
作

大
作
人
物
像
の
製
作
で
教
程
を
完
結
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
点
に
草
創
期
に
お
け

る
漆
工
科
の
理
想
の
一
端
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
。

伊
東
技
手
東
京
美
術
学
校
ニ
テ
教
授
課
目
左
ノ
如
シ

0
第
一
年
度

第
一
ヶ
月

マ
マ

漆
工
開
祖
淵
源
ノ
大
暑
講
議

漆
液
産
地
ノ
始
メ
漸
次
二
産
出
シ
タ
ル
有
名
ノ
箇
処
講
議

「
不
明
〕

漆
樹
培
養
法
井
掻
取
法
等
ノ

□口
講
議

漆
液
原
料
ノ
試
験
法
実
示

漆
商
秘
法
ノ
製
法
実
示

漆
器
古
有
最
上
製
法
井
調
漆
法
板
面
二
付
宗
示

第
ニ
ヶ
月

普
通
漆
器
上
製
法
。
方
型
実
品
二
就
テ
実
示

方
形
井
盆
様
ノ
物
ヲ
以
テ
実
示

円
型
品
井
椀
様
ノ
物
ヲ
以
テ
実
行
ス

第
三
ヶ
月

方
円
合
口
物
種
類
製
法
実
示

次
テ
面
、
塵
、
口
認
等
ノ
引
造
物
実
示

一
般
ノ
上
塗
法
井
二
各
色
漆
調
漆
法
実
示
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マ
マ

二
年
度
第
一
次
按

第
六
ヶ
月

第
八
ヶ
月

形
物
張
抜
漆
器
一
般
ノ
製
法

第
九
ヶ
月

茶
道
具
漆
工
名
家
秀
次
、
藤
重
、
宗
哲
、
青
海
、

示

第
十
ヶ
月

一
年
度
第
二
自
按

第
二
年
度

第
一
ヶ
月

乾
漆
小
器
物
造
型
各
種
実
示

第
ニ
ヶ
月

螺
蜘
各
種
応
用
漆
器
製
法
実
示

各
地
方
漆
器
優
等
品
製
法
実
示

以
下
種
類
ノ
講
議

一
般
ノ
替
塗
井
二
調
漆
法
実
示

第
七
ヶ
月

一
閑
ノ
漆
器
製
作
実

張
抜
漆
器
替
塗
等
二
付
テ
自
按
製
作

第
一
ニ
ヶ
月

漆
器
物
上
代
時
代
及
当
代
迄
別
講
議

唐
物
漆
器
堆
朱
堆
黒
桂
漿
存
星
具
輪
金
馬
等
ノ
各
種
製
法
実
示

第
四
ヶ
月

唐
物
漆
器
九
連
糸
沈
金
箔
絵
密
蛇
絵
紅
花
緑
葉
等
ノ
製
法
実
示

第
五
ヶ
月

唐
物
種
類
二
就
テ
自
按
ノ
製
作

三
年
度
第
一
自
按

第
五
ヶ
月

乾
漆
全
型
ノ
半
身
物
自
按
製
作

第
六
七
ヶ
月

乾
漆
全
型
人
像
大
作
物
製
法
実
示

第
八
九
ヶ
月

―
―
―
年
度
第
二
自
按

第
四
ヶ
月

乾
漆
器
大
器
物
額
面
板
大
花
瓶
等
造
型
法
実
示

第
七
ヶ
月

乾
漆
半
肉
彫
刻
花
鳥
類
製
法
実
示

第
一
ヶ
月

乾
漆
面
類
各
種
製
法
実
示

第
ニ
ヶ
月

乾
漆
人
物
全
型
ノ
首
部
製
作
実
示

第
三
ヶ
月

乾
漆
人
物
全
型
半
身
像
製
作
実
示

乾
漆
動
物
類
全
型
製
作
実
示

乾
漆
大
作
物
二
依
テ
卒
業
製
作
ノ
実
行

年
度
第
二
自
按

年
度
課
目

乾
漆
半
肉
彫
刻
人
物
類
各
種
製
作
法
実
示

第
十
ヶ
月

第
八
ヶ
月

乾
漆
彫
刻
物
各
着
色
法
実
示

第
九
ヶ
月
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草
創
期
の
漆
工
科
に
つ
い

て
は
、
同
科
の
第
一
回
卒
業
生
で
あ
り
、
ま
た
、

の
ち
に
同
科
の
指
導
者
と
な
る
六
角
紫
水
が
回
顧
談
を
遺
し
て
い
る
の
で
、
参

考
の
た
め
に
掲
げ
る
。

〔
明
治
二
十
―
―一
年
九
月
〕

之
で
本
科
に
は
、

綸
画
、
彫
刻
、

漆
エ
、

金

工
、
錆
造
〔
鋳
造
科
設
置
は
明
治
二
十
五
年
〕
が
出
来
た
わ
け
で
あ
る
が
、
自

分
が
何
を
選
ん
だ
ら
い
A

か
が
分
ら
な
く
て
、
私
も
そ
の
一
人
で
あ
る

が
、
や
つ
ば
り
何
科
を
選
ん
だ
ら
よ
い
か
分
ら
な
か
っ
た
の
で
、

横
山

〔
大
観
〕
君
と
は
前
か
ら
懇
意
に
な
っ
て
ゐ
た
の
で
、

「
ど
れ
に
し
た
ら
よ

マ
マ

か
ら
う
か
」
と
金
工
の
狩
野
夏
雄
先
生
に
伺
つ
て
、
金
屈
彫
刻
の
説
明
を

マ
マ

聞
い
た
り
、
小
川
松
眠
先
生
に
漆
の
説
明
を
き
い
た
り
し
た
。
横
山
君
は

家
が
東
京
に
あ
っ
た
が
、
私
は
、
小
學
校
の
教
員
を
や
め
て
、
ど
う
し
て

食
べ
て
行
こ
う
か
と
云
ふ
程
貧
乏
で
あ
っ
た
か
ら
、
何
日
止
め
る
様
に
な

る
か
解
ら
な
い
の
で
、
こ
の
本
科
に
な
る
時
に
は
本
営
に
困
っ
た
。

小
川
先
生
に
聞
く
と
、
是
非
漆
に
入
れ
と
仰
言
る
。
途
中
で
や
め
る
な

ど
と
云
ふ
事
は
さ
せ
な
い
か
ら
、
何
と
か
方
法
を
つ
け
て
や
る
か
ら
又
卒

業
し
て
、
食
ふ
に
困
る
様
な
事
は
決
し
て
な
い
か
ら
、
責
任
を
も
つ
か
ら

漆
に
入
れ
と
、
と
て
も
親
切
に
仰
言
っ
て
下
さ
る
。
私
は
特
に
漆
に
興
味

を
持
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
が
、
先
生
が
そ
う
仰
言
っ
て
下
さ
る
し
、

又
そ
の
時
に
は
漆
工
の
生
徒
が
一
人
も
ゐ
な
か
っ
た
の
で
そ
れ
で
は
や
っ

て
み
ま
せ
う
位
の
つ
も
り
で
入
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
は
私
が
入
っ

て
か
ら
も
、
と
て
も
親
切
に
し
て
下
さ
つ
て
、
道
具
な
ど
も
―
つ
も
買
は

ず
に
皆
貸
し
て
下
さ
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
、
教
育
博
物
館
が
全
部
ひ
き
彿
っ
た
。
そ
れ
で
階
上
が
綸

画
室
、
階
下
が
彫
刻
事
務
室
、
と
な
っ
た
が
、
エ
藝
の
方
に
は
そ
う
い
ふ

所
が
な
か
っ
た
。
今
の
丁
度
鍛
金
科
の
あ
る
所
に
、
長
屋
が
あ
っ
た
。
そ

の
中
を
仕
切
つ
て
、
漆
エ
と
金
工
と
彫
塑
の
教
室
に
別
け
た
。

第
一
回
の
生
徒
と
し
て
は
エ
藝
科
と
し
て
は
、
漆
工
に
私
が
一
人
居
る

き
り
で
、
金
工
に
も
、
彫
塑
に
も
一
人
も
ゐ
な
か
っ
た
。
十
五
人
の
う
ち

二
人
だ
け
彫
刻
に
行
っ
た
だ
け
で
、
あ
と
の
人
逹
は
み
な
日
本
画
に
入
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

私
が
漆
工
に
入
っ
て
半
年
程
た
っ
と
、
小
川
先
生
が
、
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
。
あ
ん
な
に
親
切
に
し
て
下
さ
っ
た
先
生
が
亡
く
な
っ
て
は
今
後

ど
う
な
る
か
分
ら
な
い
し
、
今
の
中
に
止
め
て
し
ま
お
う
と
思
っ
た
。
す

る
と
、
私
が
止
め
る
と
云
つ
て
る
そ
う
だ
が
、
そ
の
ま
4

漆
を
つ
ゞ
け
る

さ
う
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、

方
が
、
地
下
で
先
生
が
ど
ん
な
に
お
喜
び
に
な
る
か
分
ら
な
い
か
ら
止
め

な
い
で
や
れ
と
、
こ
の
道
で
立
っ
た
方
が
先
生
の
遺
志
を
生
か
す
と
、
私

も
止
め
な
い
で
つ
ゞ
け
る
決
心
を
し
た
。

一
緒
に
入
學
し
た
連
中
が
満
ニ
ケ
年
の
豫
備

を
終
え
て
入
っ
て
来
た
。

漆
工
の
方
へ
は
新
し
く
四
人
入
っ
て
来
た
（
小
川
先
生
は
こ
の
時
亡
く

な
っ
た
の
で
あ
る
）
私
の
二
學
期
は
こ
の
人
逹
の
一
學
期
と
云
ふ
わ
け
で

あ
る
。小
川
さ
ん
が
亡
く
な
る
ニ
ヶ
月
程
前
に
、
シ
カ
ゴ
の
博
覧
會
へ
出
品
す

る
た
め
に
、
森
村
市
左
衛
門
氏
か
ら
書
棚
を
學
校
に
頼
ん
で
来
た
。
そ
の

圏
案
を
し
た
り
、
木
地
を
拮
え
た
り
す
る
た
め
に
（
白
山
松
哉
先
生
が
頼

ま
れ
て
来
て
ゐ
た
が
）
其
の
問
が
ひ
ま
だ
っ
た
の
で
、
其
の
間
に
學
校
の

手
本
を
作
る
事
に
な
っ
た
。
小
川
先
生
が
白
山
先
生
に
頼
ん
だ
の
で
あ
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そ
の
清
書
を
私
に
さ
せ
た
の
で
、
學
校
の
手
本
が
少
し
づ
A

殖
え
て
末

こ。t
 白山
先
生
が
小
川
先
生
の
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
正
式
に
漆
工
の
助
教
授

に
な
っ
て
、
教
へ
て
く
れ
た
が
、
私
に
よ
く
教
へ
て
く
れ
て
、
他
の

四
人

に
封
す
る
態
度
が
ひ
ど
く
て
、
自
分
は
氣
の
毒
で
、
み
て
居
れ
な
か
つ

た
。
自
分
で
も
苦
し
い
位
で
あ
っ
た
。

三
年
目
に
卒
業
製
作
を
す
る
時
に
、
私
は
こ
う
考
へ
た
。
學
校
に
残
し

て
置
く
事
に
な
る
の
だ
か
ら
、
學
校
に
居
る
間
に
、
是
だ
け
の
事
を
覺
え

た
と
云
ふ
事
が
分
る
様
に
卒
業
製
作
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

初
め
に
小
川
先
生
、

中
頃
に
白
山
先
生
、

後
に
金
井
〔
清
吉
〕
先
生
に

マ
マ

教
は
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
し
て
小
川
先
生
は
光
淋
風
の
仕
事
を
な
さ
る

方
、
白
山
先
生
は
、
窟
生
風
の
細
い
仕
事
を
な
さ
る
方
、
金
井
先
生
は
徳

川
末
期
の
岸
川
派
の
流
儀
を
博
え
て
ゐ
る
方
、
そ
の
三
人
に
就
い
て
教
は

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
三
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
腕
が
出
来
た
か
を
、
卒
業

製
作
の
上
に
、
表
現
し
た
い
と
こ
う
考
へ
た
。

そ
の
頃
、
今
泉
雄
作
先
生
が
圏
案
を
教
へ
て
ゐ
た
、
私
は
今
泉
先
生
の

講
義
に
圏
案
家
と
し
て
感
服
し
て
居
た
。
そ
し
て
私
は
、
卒
業
製
作
に

は
、
小
さ
な
香
棚
を
作
っ
た
。
そ
れ
は
間
ロ
ニ
尺
ニ

・
一
＿
一
寸
ば
か
り
の
小

さ
な
棚
で
あ
る
。
そ
の
棚
に
一
―
―
人
の
先
生
に
教
は
っ
た
技
術
を
生
か
そ
う

と
、
そ
れ
を
示
す
心
組
み
で
組
立
て
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
圏
柄
は
武
蔵

野
の
景
で
、
空
に
月
が
あ
っ
て
雲
が
あ
る
、
扉
を
開
く
と
外
に
は
古
今
集

の
和
歌
を
入
れ
た
。

扉
の
中
側
に
は
、
全
部
武
蔵
野
の
秋
草
を
描
い
た
。

る。

（
上
の
句
だ
け
文

昭
和
二
十
六
年

一
月）

字
で
書
い
た
様
に
思
ふ
）
マ
マ

そ
れ
だ
け
の
蘭
柄
を
光
淋
風
に
し
た
り
、
寓
生
風
に
し
た
り
、
岸
川
流

マ
マ

に
す
る
わ
け
に
も
行
か
ん
し
、
困
っ
た
が
表
を
光
淋
風
に
し
て
、
下
の
棚

の
中
を
金
井
先
生
に
教
は
っ
た
技
術
を
使
っ
た
。

金
物
は
川
の
流
れ
（
水
）
に
し
て
、
透
し
彫
り
に
し
て
、
悉
く
異
る
模

様
を
闘
案
し
た
。

又
そ
う
す
る
と
窟
生
風
の
技
術
も
使
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
別

に
香
合
を
作
っ
た
。

此
の
香
合
は
中
は
、
内
部
と
、
底
裏
は
、
置
刑
部
梨
地
、
甲
表
は
松
島

と
濤
の
様
な
渦
巻
き
が
ぶ
つ
か
つ
て
ゐ
る
様
な
、
非
常
に
細
か
い
、
難
か

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

白
山
先
生
の
技
術
に
も
迫
ら
う
位
の
つ
も
り
で
、

の
で
あ
っ
た
。

一
生
懸
命
作
っ
た
も

こ
の
香
合
は
、
後
に
、
先
の
皇
太
后
様
が
大
愛
に
漆
器
を
お
好
み
遊
ば

さ
れ
た
お
方
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
香
合
を
献
納
し
た
。

又
、
書
棚
の
方
は
、
牧
野
伯
が
イ
タ
リ
ヤ
の
公
使
を
し
て
居
ら
れ
た
時

に
、
公
使
館
の
装
飾
に
持
つ
て
行
か
れ
た
が
、
お
や
め
に
な
っ
て
か
ら
後

ど
う
な
っ
た
か
分
ら
な
い
。

こ
の
卒
業
製
作
の
貼
は
滴
貼
で
、
漆
工
は
私
一
人
で
は
あ
っ
た
が
、
非

常
に
賞
め
ら
れ
た
事
で
あ
っ
た
。

（
「
紫
水
自
叙
伝

《其
の
五
》」

『
日
本
漆
エ
』
第
二
十

一
号。

459 第2節 専門教育


